
植
物
性
研
掃
材
は
ガ
ラ
ス

表
面
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

に
も
使
わ
れ
る
素
材
で
、
ス

ラ
グ
系
研
削
材
に
比
べ
硬
度

が
2
0
0
分
の
1
以
下
。
ブ

ラ
ス
ト
機
の
一
定
圧
力
で
使

う
こ
と
で
、
人
力
で
は
判
断

が
難
し
い
活
膜
の
品
質
を
一

定
に
保
つ
と
期
待
さ
れ
る
。

橋
梁
通
信
社
の
取
材
で

は
、
塗
料
メ
ー
カ
ー
担
当
者

は
「
植
物
由
来
の
研
掃
材
を

使
っ
た
鋼
橋
の
塗
替
え
工
事

は
、
世
界
的
に
も
類
例
が
な

い
」
と
話
し
て
い
る
。

素
地
調
整
程
度
は
一
般
的

に
、
鋼
橋
の
劣
化
状
況
な
ど

に
応
じ
て
4
種
に
大
別
さ
れ

る
。▽

鋼
材
す
べ
て
の
素
地
を

出
し
た
上
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国

際
標
準
化
機
構
）
に
規
定
さ

れ
た
ア
ン
カ
ー
パ
タ
ー
ン

（
素
度
）を
付
け
る
ブ
ラ
ス
ト

処
理
の
素
地
調
整
程
度
1
種

▽
は
く
離
工
法
＋
電
動
工

具
・
手
工
具
処
理
で
鋼
材
素

地
を
出
す
同
2
種

▽
さ
び
や
汚
れ
を
除
去
し

た
上
で
、
生
き
て
い
る
膜
と

判
定
し
た
塗
膜
（
活
膜
）
を

残
す
電
動
工
具
・
手
工
具
処

理
な
ど
同
3
種

▽
油
脂
な
ど
汚
れ
の
み
を

ウ
エ
ス
拭
き
な
ど
で
除
去
す

る
同
4
種
の
4
つ
だ
。

同
社
の
小
寺
健
史
専
務

は
、
こ
の
う
ち
素
地
調
整
程

度
3
種
の
課
題
と
し
て
、「
本

当
に
活
膜
な
の
か
、
そ
れ
と

も
、
は
く
離
し
て
い
る
の

か
。
こ
れ
ま
で
は
判
断
が
難

し
か
っ
た
。
そ
の
上
、
動
力

工
具
な
ど
で
処
理
を
し
て
い

た
た
め
、
力
加
減
な
ど
に
大

き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま
い
、

品
質
の
標
準
化
に
バ
ラ
つ
き

が
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

同
社
は
、
日
本
全
国
で
散

見
さ
れ
る
塗
膜
の
層
間
は
く

離
の
解
決
に
つ
な
が
る
活
膜

残
し
の
標
準
化
を
狙
い
、
木

像
な
ど
文
化
財
の
研
掃
（
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
）
に
使
わ
れ
て

き
た
植
物
性
研
掃
材
に
着

目
、
4
年
前
か
ら
実
用
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

素
材
は
ク
ル
ミ
、
と
う
も

ろ
こ
し
（
コ
ー
ン
）
の
芯
、

あ
ん
ず
の
種
な
ど
。
試
行
錯

誤
の
結
果
、
1
㎡
当
た
り
研

掃
材
10
㎏
程
度
を
使
用
し
て

打
ち
付
け
る
と
、
素
地
か
ら

浮
い
て
い
る
塗
膜
を
除
去
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

21
年
度
に
実
施
し
た
試
験
施
工
。
鈑
桁
下
面
の
層
間
は
く
離
（
①
）
と
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ス
ト
後
（
②
、
手
前
）。
活
膜

だ
と
思
わ
れ
た
部
位
も
塗
膜
が
浮
い
て
い
た
（
は
く
離
）
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
（
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
提
供
）

植
物
性
の
研
掃
材

極
東
メ
タ
リ
コ
ン
工
業
が
実
用
化

�
活
膜
�残
し

ぜ
い
弱
部
分
だ
け
除
去

層
間
は
く
離
防
ぐ

①① 「「ボボタタニニカカルルブブララスストト工工法法」」

（
本
文
記
事
１
面
）

福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
の
高
架
橋
塗
替
え
工
事
で
、
国
内
初
採
用

と
な
っ
た
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ブ
ラ
ス
ト
工
法
」。
極
東
メ
タ
リ
コ
ン
工
業
（
兵

庫
県
宝
塚
市
、
小
寺
悟
史
社
長
）
が
植
物
由
来
の
研
掃
材
を
使
っ
て
実
用

化
し
た
。
鋼
橋
塗
替
え
工
事
の
素
地
調
整
作
業
で
、
Ｍ
Ｉ
Ｏ
層
（
注
）
と

そ
の
上
の
中
塗
り
層
と
の
間
で
発
生
す
る
層
間
は
く
離
を
防
ぐ
た
め
、「
活

膜
」を
残
す
も
の
だ
。層
間
は
く
離
は
各
地
で
問
題
化
し
て
い
る
だ
け
に
、

小
寺
社
長
は
同
工
法
の
全
国
展
開
に
意
欲
を
み
せ
て
い
る
。

鋼
橋
塗
替
え
で
国
内
初
採
用

福
北
公
社

②②

今
回
、
同
公
社
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
、
現
場
で
の
採
用

が
決
ま
っ
た
。

小
寺
社
長
は
本
紙
の
取
材

に
、「
本
工
法
に
興
味
の
あ

る
会
社
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

全
国
的
に
問
題
が
指
摘
さ
れ

る
層
間
は
く
離
対
策
に
乗
り

出
し
た
い
。
施
工
以
外
に
、

施
工
指
導
も
含
め
て
工
法
の

普
及
に
努
め
る
」
と
話
し
て

い
る
。

小
寺
社
長
が
意
欲

�
全
国
で
対
策
へ

施
工
指
導
も
�

忘忘
れれ
なな
いい
海海
峡峡
横横
断断
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト

島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
構
想

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

熊
本
県
最
優
秀
賞

上
天
草
市
立
維
和
中
学
校
2
年

山
﨑
つ
く
し
さ
ん
「
夢
が
叶
う
橋
」

注

雲
母
状
酸
化
鉄
（
Ｍ

ｉ
ｃ
ａ
ｃ
ｅ
ｏ
ｕ
ｓ

Ｉ
ｒ

ｏ
ｎ

Ｏ
ｘ
ｉ
ｄ
ｅ
）
層
の

こ
と
で
、
工
場
塗
装
と
現
場

塗
装
の
間
隔
が
長
く
な
る
時

に
使
わ
れ
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｏ
塗
料
は
、
顔
料
を

多
く
含
有
し
た
塗
料
で
、
水

分
や
酸
素
な
ど
腐
食
物
質
の

進
入
を
妨
げ
る
。
か
つ
て
、

防
食
性
向
上
を
目
的
に
広
く

使
わ
れ
た
。
塗
膜
表
面
に
こ

の
塗
料
特
有
の
粗
さ
が
形
成

さ
れ
る
の
で
、
塗
り
重
ね
る

塗
料
と
の
密
着
性
な
ど
に
利

点
が
あ
る
一
方
、
表
面
が
粗

い
た
め
塩
分
や
汚
れ
な
ど
が

付
着
し
や
す
く
、
除
去
が
困

難
な
ど
の
弱
点
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
05
年
の

便
覧
改
定
時
に
仕
様
が
な
く

な
り
、
後
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
も
廃
止

さ
れ
た
。

長
崎
県
最
優
秀
賞

島
原
市
立
三
会
中
学
校
2
年

牧
本
ほ
の
か
さ
ん
「
島
原
・
天
草
の
橋
」

「
島
原
・
天
草
・
長
島
架

橋
建
設
促
進
協
議
会
」（
事

務
局
・
鹿
児
島
県
）
主
催
の

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作

品
を
紹
介
し
た
。

（
了
） 上下ともボタニカルブラストが採用された現場（同）

（４）2023年（令和５年）２月15日（水曜日）橋 梁 通 信第118号（毎月1日・15日）�橋梁通信社


